
　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
相
続
評
価
額

の
見
直
し
が
さ
れ
る
。
対
象
と

な
る
区
分
マ
ン
シ
ョ
ン
は
時
価

の
６
割
程
度
に
調
整
さ
れ
る
見

込
み
だ
。
調
整
後
は
時
価
と
現

行
の
相
続
税
評
価
額
の
乖
離
が

大
き
い
物
件
は
増
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
相
続
税
評
価
額
は

時
価
と
の
乖
離
が
課
題
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
乖
離
を
利

用
し
た
節
税
が
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
高
額
物
件
で
行
わ

れ
て
き
た
。
相
続
税
法
で
は
、
相

続
等
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の

価
額
は
「
当
該
財
産
の
取
得
の

時
に
お
け
る
時
価
（
客
観
的
な

交
換
価
値
）」
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
評
価
方
法
は

国
税
庁
の
通
達
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
「
相
続
税
評
価
額
」と

「
市
場
売
買
価
格
（
時
価
）」と
が

大
き
く
乖
離
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
把
握
さ
れ
て
お
り
、
相
続
税

の
申
告
後
に
国
税
局
か
ら
、
路

線
価
等
に
基
づ
く
相
続
税
評
価

額
で
は
な
く
鑑
定
価
格
な
ど
に

よ
る
時
価
で
評
価
し
直
し
て
課

税
処
分
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
で
争
わ
れ
た
、
令
和
４
年
４

月
の
最
高
裁
判
決
（
国
側
が
勝

訴
）以
降
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
評
価

額
の
乖
離
に
対
す
る
批
判
の
高

ま
り
や
、
取
引
の
手
控
え
に
よ

る
市
場
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る

向
き
も
見
ら
れ
、
課
税
の
公
平

を
図
り
つ
つ
、
早
期
に
マ
ン
シ

ョ
ン
の
評
価
に
関
す
る
通
達
を

見
直
す
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、マ

ン
シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
額
が

個
別
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
納
税
者
の
予
見
可
能
性
の

確
保
が
難
し
く
な
る
問
題
も
出

て
く
る
。こ
の
た
め
、乖
離
の
実

態
把
握
と
そ
の
要
因
分
析
を
的

確
に
行
っ
た
上
で
不
動
産
業
界

関
係
者
を
含
む
有
識
者
の
意
見

聴
取
を
し
な
が
ら
の
改
正
が
検

討
さ
れ
て
き
た
。
区
分
マ
ン
シ

ョ
ン
の
相
続
税
評
価
の
見
直
し

の
概
要
は
次
の
通
り
だ
。
①
現

行
の
相
続
課
税
評
価
額
×
当
該

マ
ン
シ
ョ
ン
１
室
の
評
価
乖
離

率
で
時
価
（
論
理
的
な
市
場
価

格
）を
計
算
。乖
離
率
は
Ａ
～
Ｄ

の
指
標
に
基
づ
き
算
出
。（
Ａ
）

築
年
数
の
指
数
。
築
年
数
が
経

過
し
て
い
る
ほ
ど
減
少
。（
Ｂ
）

マ
ン
シ
ョ
ン
の
総
階
数
の
指

数
。
物
件
自
体
の
階
数
が
高
い

ほ
ど
増
加
。（
Ｃ
）
所
在
階
の
指

数
。
当
該
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の

所
在
階
が
高
い
ほ
ど
増
加
。

（
Ｄ
）
敷
地
利
用
権
の
面
積
を
建

物
の
専
有
面
積
で
割
っ
た
敷
地

持
ち
分
狭
小
度
の
指
数
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
地
持
ち
分
狭
小
度

が
小
さ
い
ほ
ど
増
加
。
②
時
価

に
最
低
評
価
水
準
の
０
．
６
を

か
け
、
評
価
割
合
を
60
％
と
す

る
。
③
評
価
水
準
が
60
％
以
上

で
あ
れ
ば
補
正
は
し
な
い
。

　

国
税
庁
は
新
た
な
区
分
マ
ン

シ
ョ
ン
の
相
続
税
評
価
基
準
は

２
０
２
４
年
１
月
か
ら
の
適
用

を
目
指
し
て
い
る
。
国
税
庁
の

調
査
で
は
、
区
分
マ
ン
シ
ョ
ン

の
相
続
税
評
価
額
と
市
場
価
格

の
乖
離
率
の
平
均
値
は
２
０
１

９
年
に
２
．
34
倍
と
な
り
、
戸

建
の
乖
離
率
で
あ
る
平
均
１
．

66
倍
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
特

に
所
在
階
が
20
階
以
上
に
な
る

と
、
乖
離
率
の
中
央
値
は
３
．

16
倍
と
更
に
差
が
広
が
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
正

で
は
ど
の
程
度
の
相
続
税
増
加

と
な
る
の
か
。
売
買
価
格
が
１

億
８
０
０
０
万
円
と
査
定
さ
れ

た
東
京
都
港
区
の
区
分
マ
ン
シ

ョ
ン
を
例
と
し
た
場
合
、
現
行

の
相
続
税
評
価
で
は
約
３
５
０

０
万
円
と
な
る
。
改
正
後
の
評

価
で
は
約
６
４
０
０
万
円
で
２

９
０
０
万
円
ほ
ど
評
価
額
が
上

が
る
。こ
の
場
合
、法
定
相
続
人

１
人
当
た
り
の
相
続
財
産
が
３

億
円
超
６
億
円
以
下
で
、
相
続

税
率
が
50
％
の
適
用
が
さ
れ
た

場
合
、
相
続
税
は
１
４
５
０
万

円
ほ
ど
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

相
続
財
産
が
５
０
０
０
万
円
超

１
億
円
以
下
で
、
相
続
税
率
が

30
％
だ
と
１
４
５
０
万
円
の
増

加
だ
。
国
税
庁
で
は
今
後
の
議

論
の
射
程
・
基
本
的
な
考
え
方

と
検
討
事
項
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
定
め
て
い
る
。
財
産
評

価
基
準
通
達
の
内
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、
相

続
税
法
の
時
価
主
義
の
も
と
、

市
場
価
格
と
の
乖
離
の
実
態
を

踏
ま
え
、
国
税
庁
に
お
い
て
そ

の
適
正
化
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
会
合
は
国
税
庁

が
そ
の
検
討
に
際
し
、
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
は
有
識
者
か
ら

意
見
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
そ
の
際
、
国
税
庁
と
し

て
は
、
相
続
税
法
の
時
価
主
義

の
下
、
あ
く
ま
で
適
正
な
時
価

評
価
の
観
点
か
ら
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
の

見
直
し
は
、
評
価
額
と
時
価
の

乖
離
を
適
切
に
是
正
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
一
部
の
租
税
回
避
行
為
の

防
止
の
み
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
で
は
な
い
。
本
会
合
に
お

い
て
検
討
す
べ
き
事
項
と
し
て

は
、
相
続
税
評
価
額
と
市
場
価

格
と
の
乖
離
の
実
態
把
握
及
び

要
因
分
析
の
方
法
の
検
討
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え

た
乖
離
の
是
正
方
法
及
び
乖
離

の
是
正
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ

き
事
項
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
、
一
棟
所
有
の
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
は
評
価
改
正
の
対
象

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
影
響
が

大
き
い
の
は
相
続
財
産
の
圧
縮

効
果
を
期
待
し
て
高
額
な
区
分

マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
た
場
合

や
、
区
分
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、

評
価
増
に
よ
り
相
続
税
の
基
礎

控
除
を
超
え
る
層
と
な
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
、
今
回
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
一
棟
所
有
の
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
相
続
評
価

に
関
し
て
は
国
税
庁
が
言
う
と

こ
ろ
の
「
公
平
性
」
か
ら
見
る

と
、
区
分
マ
ン
シ
ョ
ン
と
同
様

に
時
価
と
評
価
額
の
乖
離
が
あ

る
の
が
実
情
だ
。
今
後
評
価
改

正
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
た
め
注
視
が

必
要
と
い
え
る
。

　

２
０
２
３
年
３
月
に
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」が
提
出
さ
れ
、
６
月
の
参

議
院
本
会
議
で
可
決
、
２
０
２

３
年
６
月
14
日
に
公
布
さ
れ

た
。
今
回
の
改
正
で
特
例
措
置

が
解
除
さ
れ
、
固
定
資
産
税
が

上
が
る
空
き
家
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。主
な
改
正
内
容
は
、
管

理
不
十
分
な
空
き
家
を
「
管
理

不
全
空
家
」と
し
て
定
め
、
行
政

指
導
の
対
象
と
し
た
点
だ
。
指

導
・
勧
告
を
受
け
、
「
管
理
不
全

空
家
」
に
指
定
さ
れ
た
空
き
家

は
、
固
定
資
産
税
が
最
大
６
倍

に
増
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

改
正
は
「
特
定
空
家
」
の
除
却
の

促
進
を
目
的
に
、
空
き
家
の
活

用
拡
大
や
管
理
の
強
化
を
行
い

た
い
考
え
だ
。
特
定
空
家
と
は
、

国
土
交
通
省
が
示
し
て
い
る
基

本
指
針
で
は
「
倒
壊
な
ど
、著
し

く
保
安
上
危
険
と
な
る
恐
れ
が

あ
る
状
態
」「
著
し
く
衛
生
上
有

害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
状
態
」

「
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い

る
状
態
」「
放
置
す
る
こ
と
が
不

適
切
で
あ
る
状
態
」
の
４
項
目

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
空
き

家
の
こ
と
を
指
す
。
「
特
定
空

家
」
に
指
定
さ
れ
る
条
件
と
し

て
は
、
お
お
む
ね
１
年
間
、
建
物

へ
の
出
入
り
が
な
い
こ
と
、
電

気
、水
道
、
ガ
ス
な
ど
が
使
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
所
有
者
の
住

所
が
異
な
る
場
所
に
あ
る
こ
と

な
ど
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
。

空
き
家
で
あ
っ
て
も
、
適
正
に

管
理
さ
れ
、
き
れ
い
な
状
態
に

保
た
れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な

い
。
２
０
１
８
年
の
時
点
で
全

国
の
空
き
家
総
数
は
約
８
４
９

万
戸
に
も
な
る
こ
と
か
ら
も
対

策
は
急
務
と
い
え
る
。


